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明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
活
動
の
中
か
ら
、
他
の
模
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
を
表
彰
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
前
進
、
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
一
年
度
は
、
十
一
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
内
に
設
置
し
た
選
考
委
員
会

（
学
識
経
験
者
九
名
で
構
成
）
に
お
け
る
厳
選
の
結
果
、
七
団
体
が
選
ば
れ
、
三
月
四
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
受
賞
団
体
の
活
動
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
形
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

出
し
た
。
実
施
校
は
、
学
校
に
直
接
依
頼
す
る
方
法

を
と
り
、
公
募
は
し
て
い
な
い
。
趣
旨
を
丁
寧
に
説

明
し
十
分
に
理
解
を
得
て
か
ら
行
う
た
め
で
あ
る
。

内
容
は
、
ミ
ニ
講
座
、
模
擬
投
票
、
模
擬
開
票
を
基

本
と
し
、
模
擬
投
票
は
本
物
と
同
じ
素
材
の
啓
発
用

投
票
用
紙
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
出
前
講
座
の
資
料
が
基
と
な
っ
た
選
挙
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
二
〇
年
度
か
ら
県
内
の
高
校

三
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
る
（
二
一
年
度
は
約
一

万
四
千
部
）。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
選
挙
の
種
類
、

投
票
の
仕
方
、
県
内
の
投
票
率
の
推
移
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

大
学
生

大
学
生
向
け
に
は
、
二
〇
年
度
か
ら
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
選
挙
で
使
わ
れ
る
七
つ
道
具
の
紹

介
や
政
治
団
体
に
関
す
る
話
題
を
提
供
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
今
後
は
出
前
講
座
に
限
ら
ず
、

明
推
協
委
員
で
あ
る
大
学
教
授
の
力
も
借
り
て
、

様
々
な
手
法
で
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

二
〇
代
前
半
の
投
票
率
に
伸
び

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結
果
、
昨

年
の
総
選
挙
の
二
〇
代
前
半
の
投
票
率
の
伸
び
が
、

昭
和
三
二
年
六
月
に
設
立
さ
れ
、
会
員
は
、
市
町

村
明
推
協
、
公
民
館
･
社
会
教
育
関
係
代
表
、
青
年

代
表
、
報
道
機
関
代
表
お
よ
び
学
識
経
験
者
な
ど
三

五
名
で
構
成
。
協
議
会
で
は
、
県
下
の
二
〇
代
と
三

〇
代
の
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
危
機
感

を
お
ぼ
え
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
将
来
の
有
権
者

に
対
す
る
啓
発
に
力
を
注
い
で
お
り
、
小
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
等
を
実
施
し

て
い
る
。

小
学
生

平
成
一
四
年
度
か
ら
毎
年
、
社
会
科
の
教
科
書
に

沿
っ
た
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
県
内

の
小
学
校
六
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
る
（
二
一
年

度
は
約
一
万
三
千
部
）。
一
六
年
度
に
は
教
諭
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
内
容
を
改
訂
し
、
一
八

年
度
に
は
改
訂
後
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
授
業
を
実
施
し
た
。
作
成
や
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
県
教
育
委
員
会
や
校
長
経
験
の
あ
る
明
推
協
委

員
の
協
力
を
得
て
い
る
。

中
学
生

国
民
投
票
法
の
成
立
に
よ
り
、
中
学
卒
業
後
三
年

で
投
票
年
齢
に
達
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
た
め
、

中
学
生
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
と
し
た
。
一

九
年
度
は
、
山
形
市
内
の
中
学
校
（
一
校
）
の
生
徒

会
選
挙
の
機
会
を
利
用
し
て
、
全
校
生
徒
を
対
象
と

し
て
出
前
講
座
を
実
施
し
た
。
こ
の
出
前
講
座
の
実

施
結
果
を
基
に
、
モ
デ
ル
的
な
ス
ラ
イ
ド
集
と
解
説
書

を
作
成
し
、
市
町
村
選
管
と
明
推
協
に
配
布
し
て
、

市
町
村
で
の
同
様
な
取
り
組
み
を
依
頼
し
た
。

高
校
生

高
校
生
は
近
い
将
来
に
選
挙
権
が
得
ら
れ
最
も
啓

発
効
果
の
高
い
年
代
で
あ
る
た
め
、
一
五
年
度
か
ら

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
一
五
・
一
六
年
度
は

一
校
ず
つ
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
三
年
目
か
ら
は
県

内
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
原
則
と
し
て
一

校
ず
つ
実
施
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
本
格
的
に
動
き

高校３年生向けのパンフレット

平
成
二
一
年
度
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県
の
他
年
齢
層
や
全
国
の
同
年
齢
層
と
比
較
し
て

も
、
大
き
く
な
っ
た
。
学
校
教
育
で
政
治
教
育
･
選

挙
学
習
の
比
重
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
県
協

議
会
等
が
主
体
と
な
っ
て
啓
発
の
取
り
組
み
を
重

月
に「
説
明
会
」

を
行
っ
た
。

五
月
下
旬

に
、
総
選
挙
県

内
版
ス
ポ
ッ
ト

Ｃ
Ｍ
の
出
演
の

た
め
、
四
名
が

福
島
市
内
で
撮

影
に
参
加
し

た
。
内
容
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
年

代
や
職
業
の
人

た
ち
が
、
福
島
発
で
話
題
性
の
あ
る
「
や
き
と
り
じ

い
さ
ん
体
操
」
を
踊
り
な
が
ら
、
投
票
日
の
周
知
・

投
票
の
呼
び
か
け
を
行
う
も
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
総
選
挙
で
の
選

挙
啓
発
で
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た
福
島
県
下
一
斉
街

頭
啓
発
に
一
〇
名
が
投
票
日
周
知
の
横
断
幕
・
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
啓
発
資
材

を
配
布
し
な
が
ら
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

今
後
の
展
開

今
回
の
総
選
挙
で
は
、
県
内
の
二
〇
代
の
投
票
率

が
、
前
回
、
前
々
回
選
挙
に
比
べ
て
約
三
ポ
イ
ン
ト
、

一
〇
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
県
選
管
が
作
成
し
た
ス
ポ
ッ
ト

Ｃ
Ｍ
等
が
若
者
の
選
挙
や
政
治
へ
の
関
心
の
向
上
に

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
き
た
と
評
価
し
て
い
る
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
若
者
の
政
治
参
加
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

福
島
県
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

若
者
が
、
自
ら
の
視
点
で
啓
発
の
ア
イ
デ
ア
や
企

画
を
出
し
、
主
体
的
に
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
選
挙
が
身
近
で
大
切
な
も
の
で
あ
る
」

こ
と
を
実
感
で
き
れ
ば
、
選
挙
や
政
治
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
平
成
二
〇
年
に
「
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
福
島
市
内
の
大
学
生

や
短
期
大
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
桜
の
聖
母
短
期
大
学
一
年
生
一
九

名
の
参
加
を
得
て
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

平
成
二
〇
年
度
の
活
動

初
め
て
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が
未
成

年
で
実
際
の
選
挙
を
体
験
し
て
い
な
い
た
め
、
選
挙

の
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
学
習
会
」（
八
月
）
で
あ
っ
た
。
実
際
と
同
じ
「
投

票
用
紙
」「
記
載
台
」「
投
票
箱
」
を
使
用
し
た
「
模

擬
投
票
」
の
実
施
や
、
県
選
管
職
員
に
よ
る
講
義
、

若
者
の
啓
発
事
例
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
等
を
行
っ
た
。
二

一
年
度
も
同
様
な
学
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

九
月
に
は
「
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」（
協
会

主
催
）
に
一
八
名
が
参
加
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手

法
を
用
い
た
参
加
型
の
研
修
を
受
け
、
立
候
補
者
の

「
選
挙
公
報
」
の
作
成
や
模
擬
投
票
を
行
っ
た
。

一
〇
月
に
行
わ
れ
た
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
審
査
（
二
〇
年
度
）」
で
は
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
特
別
賞
」
一
五
点
の
審
査
を
、

九
名
が
行
っ
た
。

二
一
年
一
月
に
は
一
七
名
が
参
加
し
て
、
主
に
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
・
お
と

な
に
な
っ
た
ら
せ
ん
き
ょ
に
い
こ
う
」
を
開
催
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
選
挙
の
説
明
や
模
擬
投

票
等
を
行
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
ら
企
画
し
実

演
し
た
初
め
て
の
選
挙
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
、
企
画
会

議
を
七
回
も
開
き
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

二
月
に
は
十
二
名
が
参
加
し
、
福
島
市
内
の
小
学

三
年
生
二
ク
ラ
ス
六
一
名
を
対
象
と
し
た
「
出
前
授

業
」
を
行
っ
た
。
一
月
に
実
施
し
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
三
年
生
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
授
業
を

受
け
た
児
童
か
ら
は
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
選
挙
に

行
き
た
い
」「
自
宅
に
帰
っ
て
親
子
で
選
挙
の
話
を

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
二
一
年
度
の
活
動

前
年
度
の
成
果
を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
募
集
範
囲
は
広
げ
ず
、
桜
の

聖
母
短
期
大
学
の
一
年
生
を
中
心
に
呼
び
か
け
を
行

っ
た
結
果
、
前
年
度
と
同
人
数
の
応
募
が
あ
り
、
五

ＣＭ撮影のリハーサル風景

ね
、
そ
の
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
市
町
村
や
学
校
等

に
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
く
。
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ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
ブ
ー
ス
を
出
す
な
ど
し
、
選
挙

時
啓
発
で
は
地
区
協
議
会
を
核
と
し
て
、
駅
頭
で
の

啓
発
活
動
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
に
推
進
員
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
の
管
理

者
・
立
会
人
を
選
管
に
推
薦
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど

都
筑
区
の
周
辺
区
と
合
同
で
、
北
部
四
区
合
同
研

修
会
を
平
成
一
七
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
（
事
務

局
は
四
区
持
ち
回
り
）、
取
り
組
み
状
況
な
ど
の
情

報
交
換
の
ほ
か
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
ま
と
め
た
広
報
誌
「
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
す
る
と

と
も
に
、
都
筑
区
明
推
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

推
進
委
員
や
推
進
員
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た

め
、
広
報
誌
や
各
種
研
修
会
等
で
の
配
布
資
料
を
閲

覧
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

横
浜
市
都
筑
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

都
筑
区
は
、
平
成
六
年
の
横
浜
市
の
行
政
区
再
編

成
に
よ
り
誕
生
し
、
人
口
は
当
初
の
約
二
倍
の
一
九

万
九
千
人
と
増
加
の
著
し
い
地
域
で
あ
る
。
協
議
会

は
、
都
筑
区
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
設
立
さ
れ
、
区
内

の
各
種
団
体
代
表
に
よ
る
推
進
委
員
二
四
人
と
自
治

会
町
内
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
推
進
員
三
四
二
人
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム

政
治
へ
の
興
味
や
投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
選
管
と
協
議
会
の
共
催
で
、
選
挙
啓
発
事
業

「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。
一

九
年
度
は
、「
聞
こ
う
！
テ
ィ
ー
ン
の
選
挙
ト
ー
ク
」

を
開
催
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
一
九
歳
以
下
の
子
ど

も
た
ち
が
運
営
す
る
仮
想
都
市
『
ミ
ニ
ヨ
コ
ハ
マ
シ

テ
ィ
』
の
市
長
・
副
市
長
等
の
中
高
生
を
迎
え
、
中

高
生
が
ど
う
す
れ
ば
選
挙
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

る
か
を
本
音
で
語

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た

（
広
場
三
〇
〇
号

参
照
）。

二
〇
年
度
は
、

自
分
た
ち
の
生
活

に
直
接
か
か
わ
る

身
近
な
行
政
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
片
山

善
博
・
慶
應
大
学
教
授
に
よ
る
「
市
民
の
た
め
の
政

治
を
考
え
る
〜
〝
主
権
者
〞
と
し
て
行
動
す
る
に
は

〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
っ
た
。
教
授
は
、
住
民

と
首
長
・
議
会
の
関
係
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、「
若
年
層
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
投
票
に
行
っ

て
自
分
た
ち
の
権
利
を
主
張
す
れ
ば
、
政
治
家
が
掲

げ
る
政
策
も
変
わ
る
」
と
の
提
言
も
な
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
選
定
は
、
毎
年
度
、
選
管

事
務
局
と
明
推
協
と
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
る
。

地
区
協
議
会
活
動

区
内
一
四
の
地
区
協
議
会
で
、
個
々
の
推
進
員
の

判
断
に
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
常
時
啓
発
で
は
自
治
会
の
会
合
や
各
種
イ

見
附
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
新
潟
県
）

地
区
公
民
館
館
長
や
社
会
教
育
関
係
者
が
中
心
と

な
り
、
昭
和
五
七
年
に
設
立
。
現
在
は
、
六
〇
〜
八

〇
歳
代
の
男
女
計
八
三
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

一
〇
〇
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。

新
成
人
宅
へ
の
訪
問

協
議
会
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
毎
月
、
若
年
層
へ

の
選
挙
啓
発
を
目
的
に
、
二
〇
歳
到
達
者
の
自
宅
に

地
区
理
事
と
委
員
が
分
担
し
て
訪
問
し
、
宛
名
書
き

し
た
バ
ー
ス
デ
イ
・
カ
ー
ド
を
本
人
や
家
族
に
手
渡

し
て
い
る
。
新
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
政
治
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
以
前
は
新
成

人
へ
郵
送
し
て
い
た
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
に

紛
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

っ
た
。
し
か
し
、
直
接
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
ほ
ぼ
確

実
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
っ
て
話
を
す
る
こ

と
で
よ
り
効
果
的
な
啓
発
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
家
族
に
も
間
接
的
な
啓
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
明
推
協
の
周
知
に
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

せんきょフォーラム

http://meisuikyo-tsuzuki.org/
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こ
の
活
動
は
、
新
潟
県
市
町
村
明
推
協
活
性
化
事

業
の
支
援
を
受
け
、
年
間
約
四
五
〇
人
の
新
成
人
に

配
布
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
に
は
選
挙
ク
イ
ズ
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
正
解
の
方
に
は
「
め
い
す
い
く
ん
グ

ッ
ズ
等
」
の
賞
品
を
贈
っ
て
い
る
。
毎
年
三
〇
人
前

後
の
応
募
者
が
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

会
報
「
明
正
」
の
発
行

年
二
回
（
八
月
、
二
月
）
会
報
「
明
正
」
を
発
行

し
、
委
員
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に

明
推
協
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
公
民

館
等
の
公
共
施
設
に
置
い
て
い
る
。「
明
正
」
に
掲

載
す
る
内
容
の
選
定
や
原
稿
の
執
筆
は
、
明
推
協
の

編
集
委
員
が
行
っ
て
い
る
。

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

市
内
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
優
秀

作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
年
度
に
は
小
学
校

の
部
で
、
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
。
入
賞
作
品
は
選
挙
時
に
発
行
す
る
選
挙
広
報

誌
の
表
紙
と
し
て
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
二
一

年
度
は
市
内
の
校
長
会
の
場
で
明
推
協
会
長
が
応
募

依
頼
を
行
っ
た
結
果
、
応
募
件
数
が
増
加
し
た
。

「
明
る
い
選
挙
推
進
の
家
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
出

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
と
ら
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
実
践
す
る
「
明
る
い
選
挙
推
進
の
家
」

を
育
成
す
る
た
め
、
推
進
の
家
ス
テ
ッ
カ
ー
を
市
内

全
世
帯
に
掲
出
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
中
学
校
生
徒
会
選
挙
の
支
援
と
し
て
記

載
台
や
投
票
箱
等
の
器
材
貸
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

選
挙
時
啓
発

各
種
選
挙
の
際
に
は
、
市
内
二
カ
所
に
あ
る
露
天

市
場
の
開
催
日
に
合
わ
せ
、
買
い
物
客
な
ど
人
通
り

クイズ付きバースデイ・カード

安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
広
島
県
）

安
芸
高
田
市
は
平
成
一
六
年
に
高
田
郡
の
六
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
、
市
明
推
協
も
同
年
に
地
域
役
員

を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。

生
徒
議
会

「
子
ど
も
議
会
」
は
、
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
「
政

治
と
選
挙
」
に
つ
い
て
の
学
習
が
必
要
と
の
考
え
か

ら
、
県
選
管
や
県
明
推
協
の
実
践
委
員
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
て
、
合
併
前
の
吉
田
町
で
昭
和
五
九
年
か
ら

小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
き
た
。
合
併
後

に
お
い
て
も
、
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に
、「
生
徒

議
会
」
と
改
称
し
て
、
市
明
推
協
の
主
催
で
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
）
が
、
議
会

運
営
に
取
り
組
む
体
験
を
通
し
て
、
「
議
会
」
や

「
行
政
」
の
仕
組
み
、
市
民
と
政
治
の
関
わ
り
を
学

ぶ
こ
と
で
、
市
民
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
た
め
の

「
選
挙
」
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
有
権
者
と
な

っ
た
段
階
で
積
極
的
に
投
票
す
る
市
民
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

生
徒
議
会
の
手
順

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
明
選
協
で
の
協
議
の
後
、

市
明
推
協
会
長
等
が
、
実
施
中
学
校
、
市
教
育
委
員

会
、
市
議
会
事
務
局
や
行
政
関
係
部
局
へ
直
接
出
向

き
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

実
施
中
学
校
（
合
併
前
旧
町
ご
と
に
六
校
あ
り
、

そ
の
持
ち
回
り
）
で
は
、
総
合
学
習
の
時
間
に
二
〇

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
行
政
へ
の
質
問
事
項
を
決
め

る
と
と
も
に
、
生
徒
議
会
の
役
職
（
議
長
、
副
議
長
、

議
会
事
務
局
の
書
記
等
）
を
選
任
す
る
。
総
合
学
習

で
の
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
「
生
徒
議
員
」
と
な
り
、

実
施
直
前
の
全
体
協
議
で
最
終
的
な
質
問
を
決
定
す

る
。
決
定
し
た
質
問
事
項
は
議
員
名
簿
や
役
職
名
簿

が
多
い
場
所
を
中
心
に
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
選
挙
の
投
票
管
理
者
と
し
て
従
事
す
る

ほ
か
、
投
票
立
会
人
が
不
足
の
場
合
は
立
会
人
に
も

な
っ
て
い
る
。

会
費
制

よ
り
充
実
し
た
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、
市
か
ら

の
補
助
金
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
六
年
度
か
ら
会
費
制
（
一
人
年
五
〇
〇
円
）
に
し

た
。
会
費
制
に
よ
り
、
協
議
会
委
員
と
し
て
の
意
識

を
さ
ら
に
強
く
し
、
協
議
会
と
協
議
会
委
員
と
の
繋

が
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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な
ど
と
と
も
に
市

議
会
事
務
局
や
市

役
所
担
当
部
局
へ

提
出
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
き
答
弁
に

立
つ
市
長
や
教
育

長
、
部
長
等
の
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ

れ
る
。
直
近
の
生

徒
議
会
で
の
質
問

事
項
は
、
①
通
学

路
の
整
備
、
②
街

灯
の
整
備
、
③
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
対
策
、
④
市
の
財

政
状
況
、
⑤
過
疎
対
策
、
⑥
若
者
の
定
住
対
策
、
⑦

環
境
問
題
な
ど
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
生
徒
議
員
が
議
場
に
入
る
と
、
市
明
推

協
会
長
、
市
長
、
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
生
徒
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
事
が
始
ま

る
。
開
催
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
支
所
の
元
議
場
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
年
度
か
ら
は
、
市
役
所
の
議

場
で
実
施
し
て
い
る
。
議
事
が
終
了
す
る
と
、
最
後

に
、
生
徒
議
会
と
し
て
の
議
決
文
を
発
表
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

議
事
録
は
、
市
議
会
事
務
局
の
協
力
を
得
て
、
生

徒
議
会
事
務
局
が
編
集
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
感
想

生
徒
議
会
の
終
了
後
、
生
徒
た
ち
全
員
の
感
想
文

が
毎
回
市
明
推
協
へ
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
中
に
は

「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
対
し
て
の
認
識
が
改
め

ら
れ
、
選
挙
や
政
治
に
対
し
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
家
族
の
中
で
の
会
話
に
も
地
域

や
政
治
の
話
題
が
上
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

生
徒
議
会
を
積
極
的
に
評
価
す
る
も
の
が
多
い
。

さ
ぬ
き
市
津
田
松
ぼ
っ
く
り
の
会
（
香
川
県
）

さ
ぬ
き
市
は
平
成
一
四
年
に
五
町
の
合
併
に
よ
り

誕
生
し
、
津
田
松
ぼ
っ
く
り
の
会
は
一
六
年
に
旧
津

田
町
の
女
性
を
中
心
に
発
足
し
た（
会
員
数
十
一
名
、

平
均
年
齢
六
〇
歳
代
後
半
）。

主
な
活
動
は
、
小
学
校
の
児
童
や
幼
稚
園
の
園
児

な
ど
に
本
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
を
行
っ
た
り
、

老
人
ホ
ー
ム
等
の
老
健
施
設
の
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
生
に
対
す
る
選
挙
啓
発

香
川
県
選
管
や
さ
ぬ
き
市
選
管
か
ら
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
次
代
を
担
う
児
童
に
選
挙
の
歴
史
や
投
票

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
選
挙
や
政
治
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
七
年
度
か
ら

手
作
り
の
「
啓
発
う
ち
わ
劇
」
を
実
施
し
て
い
る
。

過
去
の
実
績
は
、
一
七
年
度
一
校
、
一
九
年
度
二
校
、

二
〇
年
度
三
校
で
あ
る
。

「
う
ち
わ
劇
」
は
、
市
選
管
が
選
挙
啓
発
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
選
挙
に
親
し
む
体
験
事
業
」
等

の
前
座
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
劇
の
中
で
は
、「
選

挙
権
」
や
「
期
日
前
投
票
」
等
、
児
童
が
ニ
ュ
ー
ス

等
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
り
、「
家
族
そ
ろ
っ
て
遊
園
地
に
遊
び
に

行
く
前
に
選
挙
を
す
ま
せ
よ
う
！
」
と
の
呼
び
か
け

を
行
い
、
選
挙
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
う
ち
わ
」
の
イ
ラ
ス
ト
や

劇
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
て
い
る
。

児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
選
挙
の
こ
と
が
よ

く
分
か
っ
た
」「
大
人
に
な
っ
た
ら
必
ず
選
挙
に
行

き
ま
す
」「
選
挙
が
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
感
想
が
多
く
届
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
子
ど

も
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い

る
」「
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を

し
て
い
る
と
、
子
ど
も
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ

と
が
非
常
に
う
れ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

選
挙
時
啓
発

選
挙
時
に
は
、
市
選
管
委
員
、
明
推
協
委
員
、
選

管
職
員
と
と
も
に
、
多
く
の
買
い
物
客
が
利
用
す
る

市
内
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い

て
街
頭
啓
発
を

実
施
し
、
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布

し
、
投
票
総
参

加
と
明
る
い
選

挙
推
進
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て

い
る
。

生
徒
議
会
の
効
果
か
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
中
学
生
応
募
は
、
合
併
後
五
年
間
で
四
倍
に
増

え
て
い
る
。

中央研修会での「うちわ劇」

質問する生徒
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学
生
団
体iv

o
te

イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
で
知
り
合
っ
た
都
内
周
辺
一
〇

大
学
の
学
生
十
一
名
に
よ
っ
て
、
平
成
二
〇
年
に
設

立
さ
れ
た
。「
政
治
的
中
立
」「
学
生
の
み
で
の
運
営
」

を
指
針
と
し
て
、「
投
票
す
る
こ
と
を
か
っ
こ
い
い

こ
と
に
す
る
」
を
目
標
に
、
二
〇
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
会
議
は
毎
週

一
回
程
度
、
都
心
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
大
学

の
教
室
な
ど
で
実
施
。
企
業
等
か
ら
の
支
援
金
等
は

ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
。

学
生
の
視
点
か
ら
、
二
〇
代
（
選
挙
権
を
持
つ
前

の
一
〇
代
も
含
む
）
が
参
加
し
や
す
く
ユ
ニ
ー
ク
な

企
画
を
行
っ
て
い
る
。

メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

投
票
に
行
こ
う
と
決
心
し
た
有
権
者
に
、iv
ote

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
投
票
に
行

く
日
（
期
日
前
投
票
日
を
含
む
）
・
投
票
理
由
等
を

事
前
に
登
録
し

て
も
ら
う
。
そ

し
て
、
投
票
に

行
く
と
宣
言
し

た
日
の
朝
（
午
前

八
時
頃
）
に
、
登

録
さ
れ
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
宛

に
本
人
が
事
前

に
登
録
し
た
内

容
の
メ
ー
ル
を

送
信
し
、
投
票
行
動
を
後
押
し
す
る
と
い
う
も
の
。

若
い
世
代
に
向
け
た
啓
発
を
考
え
る
と
、
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
最
も
効
率
的
で
意
識
を

浸
透
さ
せ
や
す
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
先
の
総

選
挙
で
の
最
終
登
録
人
数
は
一
一
八
一
名
と
な
り
、

う
ち
約
八
割
が
二
〇
代
で
あ
っ
た
。

二
〇
代
の
夏
政ま

つ

り

総
選
挙
を
日
本
最
大
の
「
政
り
（
＝
祭
り
）」
と

考
え
、
投
票
に
行
く
こ
と
、
政
り
に
参
加
す
る
こ
と
、

政
り
へ
の
参
加
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
、

若
者
に
直
接
訴
え
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学

生
の
団
体
と
共
に
、
全
国
一
四
カ
所
で
ハ
ッ
ピ
・
甚

平
・
浴
衣
等
を
着
て
、
若
者
が
若
者
に
対
し
ビ
ラ
を

配
る
な
ど
し
て
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
東
京
・

渋
谷
で
は
「
投
票
に
行
こ
う
パ
レ
ー
ド
」
も
行
っ
た
。

全
国
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

居
酒
屋iv

o
te

「
政
治
に
対
し
て
距
離
を
感
じ
て
い
る
若
者
は
、
講

演
会
に
は
来
な
い
」
と
考
え
、
庶
民
的
な
居
酒
屋
で

飲
食
を
し
な
が
ら
、
政
治
に
精
通
し
て
い
る
方
と
二

〇
代
が
語
る
「
居
酒
屋iv

ote
」
を
企
画
し
、
今
ま

で
に
四
回
開
催
し
て
き
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
報
道
関
係

者
や
国
会
議
員
を
迎
え
、
普
段
は
接
す
る
こ
と
が
な

い
「
生
の
政
治
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
国
会
議

員
を
迎
え
た
第
三
回
目
で
は
、
二
〇
代
八
名
が
、
党

の
違
う
政
治
家
四
、
五
人
と
各
議
員
三
〇
分
ほ
ど
懇

談
。
政
治
家
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
の
満
足
度
が
非
常
に
高
い
会
に
な
っ
た
。
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
政
治
に
対
し
て
初
め
て
興
味
を

持
っ
た
」
な
ど
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
政

治
家
の
側
か
ら
も
「
生
の
（
支
持
者
で
な
い
）
若
者

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
好
評
だ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
広
報
活
動

二
〇
代
の
投
票
率
向
上
を
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
訴

え
る
こ
と
も
重
要
視
し
、
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
露
出

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
局
五
局
（
全

国
放
送
）、
新
聞
二
〇
紙
（
主
要
全
国
紙
五
紙
含
む
）

が
多
数
回
に
わ
た
り
、
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
、
二
〇
代
の

投
票
率
向
上
を
目
指
し
、
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
芸
能
人
な
ど
の
著
名
人
・
企
業

な
ど
と
共
に
、
二
〇
代
の
投
票
率
向
上
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
も
行
っ
て
い
く
。

選
挙
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
に
「
若
者
が
政

治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
」
を
目
的
に
、
居
酒
屋

iv
ote

の
実
施
を
始
め
、
成
人
式
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
若
者
目
線
で
企
画
を
立
て
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、iv

ote

だ
け
で
は
実
施
が
難
し
い
イ
ベ
ン

ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
う
た
め
、
今
後
は
志

を
同
じ
く
す
る
全
国
の
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
活
動
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

毎
年
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
「
学
生
団
体
」
で
あ
る

以
上
、
新
規
メ
ン
バ
ー
を
常
時
受
け
入
れ
、
新
メ
ン

バ
ー
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
人

材
を
育
成
し
活
動
の
継
続
を
図
っ
て
い
く
。
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